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令和２年度 第５回 たちかわ市民交流大学企画運営委員会議事概要 

 

日 時：令和３年３月２９日（月）午後３時～４時１０分 

場 所：女性総合センター 健康サロン 

出席者：宮本直樹、秦範子、加藤寛治、三上操、鳥海清、岡部一彦、坂本澄子、難波敦子、 

萩本悦久、小宮山正明、大野茂 

    事務局：岡部浩昭（生涯学習推進センター長）、柳澤彰子（市民交流大学係長）、 

片川明夫(同係職員)、加藤裕史(同係職員)      

《当日配付資料》 

○ 令和２年度第５回生涯学習推進審議会会議録 

○ 令和３年度実施予定 公募型団体企画型講座一覧 

○ 令和２年度 たちかわ市民交流大学事業方針 進捗状況 

○ 今後の企画運営委員会スケジュール 

○ きらり・たちかわ春号 

○ 令和３～６年度 たちかわ市民交流大学事業方針（確定） 

○ 立川市地域学習館運営協議会報告書（第５期） 

○ 西一元氣通信（創刊号）   

○ 「てとて」2021 年 3月号（ボランティア・市民活動センターたちかわ） 

 

１ 委員長あいさつ 

２ 資料の確認 

３ 報告 

（１）各委員からの報告 

①市民推進委員会からの報告 

 ・今年度はもともと 48講座を予定していたが、コロナの関係で料理等は中止し、28 講座開催した。 

講座の参加者数は、コロナで少なくなると思っていたが、意外と参加者数がどの講座も多かっ 

た。 

 ・総会も昨年は、コロナで出来なかったが、来年度はどうしようかと考えた。結局、来賓、懇親会 

はなしにして、ミニ講演会（宮本委員長さんにお願いした）、総会を開催することとした。 

 ・会長から話があったとおり、来賓、懇親会をなしにして、ミニ講演会、総会をすることとした。

講座に関しては、このご時勢なので料理の講座は、開催しないこととした。 

   

②文化協会からの報告  

・バレエとカラオケは出来た。やってみて分かったことは、これからは何をやるかを考えていない

といけないと思っている。インターネット環境が、リスルなどに入っているが、なかなか利用さ

れていない感じがするので、もう少し活用出来れば良いと思う。 

 

③アイム登録団体からの報告 

・「男女平等フォーラム」が、６月２０・２１日に開催する予定で、２０日に今年度できなかった上

西先生の講演会がある。ぜひご参加してほしい。 

  

④生涯学習市民リーダーの会からの報告 
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・私たちも総会は行い、講座もやっていく予定である。 

 

⑤ボランティア・市民活動センターたちかわからの報告 

・「てとて」を配布している。紙での発行物を減らして、インターネットで発信していくことにし

た。「あいあい通信」は、年 5回発行して、その中に「ボランティア・市民活動センター情報掲示

板」も掲載していく。もう一つは、この「てとて」で、各学校で配布して家に持って帰って、読

んでもらうことにしている。長期の休みに入る前に配布している。 

   

⑥教育部長からの報告 

 ・コロナの関係で、広報が出て、いよいよワクチン接種が始まる。それが始まれば、またフェイス

トゥフェイスでのやり取りが出来るのかと思う。 

 

Ａ委員：Wi-Fi が、アイムのホールと第３学習室に入った話は聞いている。第２学習室も出来るよ 

うになったと聞いたが、出来るのか。 

事務局：確認する。（→使用できる旨を確認した） 

 

（２）事務局からの報告 

①地域学習館運営協議会 

 柴崎学習館：10月～11月に立川市民の戦争、11月に市民とともにコンサート・立川市民科

「傾聴講座」についての報告。立川すわっ祭についての話があった。 

砂川学習館：「地元発見ブルーベリー農園」の報告があった。その他、砂川学習館の知名度が

低く、知っている人は知っているが、新しい方に知ってもらうことを、今期の

課題としたい。 

西砂学習館：地域学校コーディネーターとの連携の話があった。「西一元氣通信」（西砂学習

館だより）が、発行された。「にしすな夜間塾」、「地元を学ぼう 西砂の野仏を

訪ねて」が１１月にあった。 

高松学習館：「手ぬいでチクチクかんたん手芸教室」を、地域の障碍者施設が講師となって開

催した。「多摩地区から考える「東京」」（市民企画講座）、新田砂川を訪ねて～

ふりかえり」（行政企画講座）があった。 

 錦学習館：学芸大学の倉持先生が委員になっているが、その他学生も会議に参加して、意見

交換した。その他「プレ錦まつり」についての報告もあった。 

幸学習館：「防災講座」などの報告があった、地域学校コーディネーターの二人が、会議に何

回か参加して意見交換があった。 

 

②きらり・たちかわ春号 

１２ページに、「たちかわ市民交流大学 企画運営委員会 公募委員募集」の記事を掲載して

いる。 

 

   ③令和２年度第５回立川市生涯学習推進審議会会議録 
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    第５回の生涯審の会議録を配布している。「地域学校協働本部事業」、「たちかわ市民交流大

学」について書かれているので参考に配布した。これは、まだ確定していないので、取り扱

いに注意してほしい。 

 

   Ａ委員：「西一元氣通信」は、西砂町と一番町があるので「西一」として、委員持ち回りで作成

していくことにしている。 

   副委員長：企画運営委員会では私から参考資料を提示した上で地域学校協働本部事業について

定例会議で何度か意見交換を行っている。今後、生涯審と企画運営委員会が相互に

意見のやり取りができればと思う。 

   事務局：今年度から生涯審と企画運営委員会とで、相互にやり取りしていこうという話だった 

ので、今回初めて会議録を付けた。 

   Ｂ委員：当たり前のことが知らされていないということが、良くわかった感じがする。 

 

４ 議事 

（１） 令和３～６年度たちかわ市民交流大学事業方針について 

事務局：「令和３～６年度たちかわ市民交流大学事業方針」は確定したが、「令和２年度 たち

かわ市民交流大学事業方針 進捗状況」を作成した際に、「令和３～６年度たちかわ

市民交流大学事業方針」の「企画運営委員会は、市民交流大学全体の統括、講座事業

の統合調整を担う。」なっているところを、「企画運営委員会は、市民交流大学全体の

統括、講座事業の統合調整、事業の課題と改善策の議論を担う。」としたい。 

委員長：異論がないようなので、このようにする。 

 

（２） 令和３年度実施予定の団体企画型講座について 

事務局：資料２のとおり、１６講座開催することになった。平成 31年度が１２講座だったの

で、かなり増えた。申請は１８講座で、２講座取り下げとなっている。前年度に新し

い団体に参加してもらうために要綱を変えたというのと、今年度が社会教育関係団体

の更新だっただめ、カード発送時に「団体企画型講座 募集」チラシを一緒に送った

のと動画も作成したのが反映したのかと思う。 

   委員長：どうしても南が多くて、北が少ない。砂川学習館は、なかったのか。 

   事務局：砂川は、畑の講座が出ていたが、今年度は見送った。また、来年度以降も出てくと思

う。 

 

（３） 令和２年度たちかわ市民交流大学事業方針 進捗状況について 

事務局：資料 3の 7ページの「学社一体」のところで、西砂学習館で開催し、ほかの学習館で   

も今後行っていく予定としているとした。この進捗状況については、来年度になって    

から皆様からご意見をいただいて、「取り組み状況」の下に「成果と課題」を付けて 

確定したいと考えている。 

副委員長：西砂学習館、幸学習館で、地域学校協働本部事業のコーディネーターとの話合いが 

     あったと伺ったが、どんな感じか。 

Ａ委員：西砂は、昨年度から始めて、今年度も副校長などにも声をかけてやる予定にしてい 

たが、コロナで出来なくなってしまっている。来年度は開催する予定。 
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事務局：各学習館でやるのは状況が違うので、難しいと思っているところもある。それで、昨 

年１１月に「地域学校協働本部連絡会」を開催し、各学習館係長、生涯学習係長、市   

民交流大学係長が参加し、意見交換を行った。今後は、地運協委員やコーディネータ

ーなどにも入ってもらい、やっていきたいと考えている。地域学校協働本部の事業

が、今年度から生涯学習推進センターが所管するようになったので、地域学校協働本

部は何をする、というところから始めていて、地域学校コーディネーターは、これま

では学校の花壇整備等をやっていたのが、これからは地域と関わっていくこととなる

ので、今後はどうやって学校と地域が連携したらいいのか考えていく予定。 

   委員長：今の点は重要で、成果としては、今までは西砂でしかやっていなかったのが、幸でも

やるようになって、課題として、今後は各学習館にも広げていこうということ。その

他のところは、取り組み状況を踏まえて、「成果と課題」として出してもらいたい。 

副委員長：これまでの議論も踏まえて、地域学校協働に多様な世代や属性の方々が参加しても

らえるようにコーディネーター講座を自前でやるとかも考えて良いと思う。ここで

は、生涯審より先行して議論して良いのでは。 

Ｃ委員：何か意見交換の場があるのか。 

事務局：それが「地域学校協働本部連絡会」で、そこに地運協委員や地域学校コーディネータ

ーが入って、話し合っても良いと思っている。     

   委員長：各自持ち帰って、「成果と課題」を考えて事務局へメール等で送ってもらいたい。 

「西一元氣通信」とは、いい名前だと思う。 

   Ａ委員：西砂学習館は、西砂町だけでなく一番町もエリアに入っているので、「西一元氣通

信」とした。題字や絵などは委員の方が書いた。 

 

５ その他 

（１） 第８期委員について 

事務局：今の委員の皆様は第７期で、任期は６月３０日までになる。７月～令和５年６月まで

が第８期になる。団体から選出されている方は、机上に資料を配布しているので、次

回６月１５日にお持ちいただきたい。市民公募の方は、きらり・たちかわ春号と広報

たちかわ 4/25 号に掲載して募集する。 

Ｄ委員：私のところは任期が２年で総会が５月だが、途中で交代は可能か。 

事務局：そこは会の事情で変えることが可能。委員の任期は６月までで、７月から第８期にな

るが、初回会議は９月になる。 

 

（２）令和３年度会議日程について 

事務局：今年度に色々と話し合って、来年度は年４回（6/15、9/21、12/21、3/15）になった。

次回の 6/15 が第 7期の最後になる。9/21 の会議から第８期の最初の会議になり、令和

５年６月までになる。令和５・６年度は計画作成になるので少し回数が増える。 

 

次回は 

令和３年６月１５日（火）１８：３０～ 女性総合センター 第２学習室 

以上 


